
教育委員会の取組  

 第三次草加市教育振興基本計画「笑顔かがやく草加教育プラン」（令和２年度－令和５年度）に

基づき、学力向上グランドデザインを作成しています。その中で埼玉県学力・学習状況調査及び

全国学力・学習状況調査の分析結果等を踏まえ、次の４つの柱を設けて取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 授業改善・指導力の向上 

 ⑴ 「指導の基」の活用 

 草加の教育の基本理念や教科等の授業改善ポイントなどを示した「指

導の基」を全教員に配布し、日々の授業で活用しています。また、指導

訪問や要請訪問、校内研修等でも活用することで授業改善及び教員の指

導力の向上を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 草加っ子の基礎・基本 

 「草加っ子の基礎・基本」は、幼保小中を一貫した教育で

掲げる「目指す草加っ子１５歳の姿」の基盤となる「できる

ようになってほしいこと」と関連を図り、知・徳・体の基礎・

基本をさらに５つずつに細分化し具体的に示しています。 

 全てをバランスよく指導していくことを目指しますが、特

に指導課が進める研究である「自己肯定感・自己有用感を育

む授業づくり」「主体的・対話的な深い学びを実現するため

の授業づくり」に関連するものを中心に指導訪問などで指

導・支援しています。 

 

 



 ⑶ 「草加っ子の学びを支える授業の５か条」 

草加っ子に「知識・技能」「思考

力・判断力・表現力等」「学びに向

かう力・人間性等」の３つの資質・

能力を育成するために、具体的な授

業改善の方策として、「草加っ子の

学びを支える授業の５か条」という

授業に取り入れてほしい手立ての

徹底を図っています。 

発達段階や教科領域の特性に即

しながら、草加市の全ての教員がこ

の５か条を意識した授業を行うこ

とで、児童生徒の学力向上及び指導

力向上に向けた授業改善を図ってい

ます。 

 また、指導案の本時の展開に５か条を明記するなどの活用についても、確実に行うよ

うに徹底しています。 

 

 ⑷ 草加市学力・学習状況調査 

児童生徒一人ひとりの達成状況・課題を把握し、各学年における学習内容を当該年度

内に確実に定着をさせることを目的に、草加市独自で「草加市学力・学習状況調査」を実施

しています。小学校３～６年生は国語・算数、中学校１・２年生は、国語・数学・英語、

小中学校全学年で質問紙調査を実施しています。令和３年度からは、小学校５・６年生及び

中学校１・２年生を対象に、理科の学力調査も加えて実施する予定です。 

今年度は、１２月に調査を実施し、２月上旬に結果資料を返却する予定です。２月上旬に

開催する第３回学力向上対策研修会では、調査結果等の活用方法について周知するととも

に、課題解決に向けて指導助言、情報提供を行い、当該年度に身に付けるべき学習内容の確

実な定着を図ります。 

 

 

 

 

 



 ⑸ 学力向上対策研修会 

市内小中学校の校長及び学力向上担当教員等を対象に「学力向上対策研修会」を年３回実施し

ます。 

１０月：第１回学力向上対策研修会 

 県教育局義務教育指導課の指導主事を講師に埼玉県学力・学習状況調査結果の分

析や活用の仕方について研修します。調査結果が送付された後に実施することで、

自校の分析や学力向上に向けての取組を検討する機会とします。 

１１月：第２回学力向上対策研修会 

 研修会を全体会と分科会に分け、全国及び埼玉県学力・学習状況調査の分析結果

について周知します。特に、分科会は、国語科、算数・数学科、英語科の各教科主任

を対象とし、結果を踏まえた授業改善の具体について協議します。 

２月：第３回学力向上対策研修会 

 草加市学力・学習状況調査の調査結果等の活用方法について周知するとともに、

課題解決に向けて指導助言、情報提供を行い、当該年度に身に付けるべき学習内容

の確実な定着を図ります。 

 

 

【コバトン問題集及び復習シート等の活用について】 

 埼玉県教育委員会が発行している「コバトン問題集」につ

いて、各校の状況に応じて、補習教材や補助教材として積極

的な活用が図られるよう情報提供しています。 

 また、埼玉県教育委員会が発行している「復習シート」を草

加市のホームページに掲載し、学校だけではなく各家庭に周

知することで、家庭学習の推進を図っています。 

 今後も、学力向上対策研修会を通して、草加市全体の授業

改善のポイント等を明確に示し、学力向上担当教員が各校の推

進者として、「コバトン問題集」や「復習シート」などを確実

に活用することを徹底し、児童生徒の更なる学力向上を目指

します。 

 

 

 

 



 

 ⑹ 指導訪問・委嘱研究の充実 

①指導訪問について 

 ≪学校訪問≫  

市教育委員会の計画に基づき、埼玉県教育局南部教育事務所等の協力を得て、市内全小

中学校を訪問して全ての教員の授業を参観し、「指導の基」を活用しながら、草加っ子の基

礎・基本の着実な定着と学力向上に向けた授業改善について指導しています。 

 

 ≪要請訪問≫ 

指導主事及び学力向上担当指導員が、各校からの要請による校内授業研究会や各

教科の市教育研究会の授業研究会等で、教員の指導力向上を目的とした指導をしていま

す。 

 

今後も、全国及び埼玉県学力・学習状況調査の結果を受けて、各教科担当の指導主事による教

員への授業力向上や授業改善を目指した指導及び支援を継続的に行い、児童生徒の学力向上を

目指します。 

さらに、教育委員会のリーダーシップのもと、各校の校内研修等での授業研究会や教育

委員会主催の各種研修会等を通して人材育成に取り組むとともに、指導力のある教員を活用

した授業力を高める取組を推進し、教員の資質向上を図っていきます。 

 

②研究委嘱について 

児童生徒がこれからの時代を見据えた資質・能力を身に付けられるよう、また、目

指す「草加っ子」（１５歳の姿）の実現のため、次のとおり研究委嘱等を行い、それぞ

れの学校へ指導主事が指導助言や支援をしています。 

 

☆令和３年度 埼玉県学校安全総合支援事業（埼玉県教育委員会委託） 

 学校名 研究領域 

１ 

新里小学校 

交通安全、災害安全 両新田小学校 

両新田中学校 

 

【研究の目的】 

 質の高い学校安全の取組を推進し、児童生徒一人ひとりが自分の身を守る

ことができるように知識・理解を深めます。 



☆令和２令和３年度 草加市教育委員会研究委嘱 草加っ子「生きる力プラン」 

 学校名 研究領域 

１ 

高砂小学校 

自己肯定感・自己有用感を育む授業づくり 瀬崎小学校 

瀬崎中学校 

【研究の目的】 

 自己肯定感・自己有用感を育む授業改善を通して「確かな学力と豊かな心を

育成し、たくましく生きる児童生徒の育成」を目指します。 

２ 

川柳小学校 

主体的・対話的で深い学びを実現するための授業づくり 八幡北小学校 

青柳中学校 

【研究の目的】 

 学級経営を基盤として「学ぶ喜びを味わわせる授業の創造」を目指します。 

 

☆令和３令和４年度 草加市教育委員会研究委嘱 草加っ子「生きる力プラン」 

 学校名 研究領域 

１ 

新田小学校 

主体的・対話的で深い学びを実現するための授業づくり 長栄小学校 

新田中学校 

【研究の目的】 

人・地域・自然とのつながり１５歳の姿・心をはぐくむ実践を通して「学びの

生活化・社会化」を目指します。 

２ 

新栄小学校 

自己肯定感・自己有用感を育む授業づくり 清門小学校 

新栄中学校 

【研究の目的】 

 主体的に学びに向かう力の育成を通して「夢や希望を持ち、学び続ける子ど

もの育成」を目指します。 

３ 

稲荷小学校 
主体的・対話的で深い学びを実現するための授業づくり 

松江中学校 

【研究の目的】 

 各教科の指導と評価の一体化を通して「自ら学び、共に高め合う児童生徒の

育成」を目指します。 



☆令和３年度 草加市教育委員会研究委嘱 草加っ子「読書活動推進プラン」 

 学校名 研究領域 

１ 

草加小学校 

読書活動の充実 西町小学校 

草加中学校 

【研究の目的】 

読書環境の整備・読書習慣に関する取組を通して「多様な読書体験から、自ら

読書に親しむ児童生徒の育成」を目指します。 

２ 

八幡小学校 

読書活動の充実 青柳小学校 

川柳中学校 

【研究の目的】 

 子どもが行きたくなる学校図書館運営を通して「自ら本に手を伸ばし、主体

的に学ぶ児童生徒の育成」を目指します。 

 

２ 学習意欲の向上  

 ⑴ ＩＣＴ機器の活用と環境整備 

令和２年度に加速度的にＧＩＧＡスクルール構想が進み、市内３２校全ての児童生徒にタ

ブレット端末が配備されました。 

今年度から本格的な運用が始まり、児童生徒の学校での利活用だけではなく、感染拡大に

伴う休校や短縮授業などの非常時に持ち帰ってのオンライン学習など、タブレット端末を活

用した学習が進んでいます。 

また、２学期からは、市内３２校の全普通教室に大型提示装置を設置し、効果的な活用が

進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ⑵ 少人数指導等、加配教員の配置 

学校教育補助員等による支援の充実を図っています。 

☆学習指導補助員・学習補助員（５０名） 

一人ひとりの児童生徒に基礎的な知識・技能を身に付けさせるために配置し、一人ひ

とりのニーズに合った支援を行っています。 

☆学校司書（３２名） 

児童生徒の学校図書館利用の充実を図るために配置し、読書活動の充実、読書量の増

加を図るための支援を行っています。 

☆日本語指導支援員（１名） 

「ＳＯＫＡいっぽ」において日本語指導を必要としている児童生徒のために配置し、

日本に来て間もない児童生徒への日本語理解の支援を行っています。 

☆国際理解教育補助員（８名） 

各小中学校において日本語指導を必要としている児童生徒にきめ細かい日本語支援を

行うために配置し、日本語の語彙力の向上、日本の文化等についての学びを支援してい

ます。 

☆学級支援員（３０名） 

落ち着いた学習環境を整えるために配置し、支援を必要とする児童への支援を行って

います。 

☆語学指導助手（ＡＬＴ）（３２名） 

外国語活動・外国語・英語教育の充実のために配置し、英語力の向上を図っています。 

 

３ 学習機会の充実 

 ⑴ 英語検定試験及び学習会の実施 

英語検定推進事業では、国の目標である卒業までに英

語検定３級程度以上の英語力を身に付けることを目標

として、３級受検料を上限に、市立中学校に通う３年生

全生徒を対象に補助を行っています。また、平成２８年

度より獨協大学との教育支援連携協定に基づき、獨協大学

の学生による英語検定３級合格を目指した学習会を実施

しております。今年度の学習会は新型コロナウイルス感

染拡大防止の観点から、獨協大学生による動画作成を行い、希望者に配信しました。 

令和２年度中学校３年生の英語検定３級程度以上の取得率は約５４％（令和２年１２月

現在）となり、国の目標値（５０％）を達成する結果となっております。 



 ⑵ 読書活動の充実  

平成３０年に草加市子ども読書活動推進計画（平成３０年度―令和５年度）が策定され、

子どもの読書活動を横断的かつ包括的に推進する体制を整備し、基本理念として掲げる「草

加で育つ全ての子どもたちが、いつまでも心に残る本との出会いを通して、『生きる力』を身

に付けること」を目指しています。 

市内全小中学校に司書教諭及び学校司書を配置しています。また、司書教諭等を対象に、

学校図書館のより有効な運営及び活用について理解を深め、児童生徒の読書活動を推進する

ための研修会を実施します。 

読書活動推進プランの研究を６校に委嘱し、日頃の読書活動の充実を始め、中央図書館主

催の「ビブリオバトル～草加の陣～」への参加及び研究成果のあった取組を発表する研修会

を司書教諭等を対象とした研究会と併せて開催し、その実践を市内に広めます。 

 

４ 落ち着いた環境づくり 

 ⑴ ユニバーサルデザインの視点 

通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒を含め、一人ひとりの教

育的ニーズに応じた教育を行うため、授業にユニバーサルデザインの視点を取り入れる方策

についての研修会を１１月に実施します。また、研修及び実践を進める中で、教室の全ての

児童生徒にとって分かりやすい授業になるように授業改善を行います。 

 

 

 ⑵ 学級集団アセスメント検査の実施 

 学級集団に対する児童生徒の満足度や学級の状態を、質問紙法による検査を実施し、その

検査結果を分析することで、いじめや不登校の早期発見や予防のための手立てとして役立

てることを目的として、小学校第５学年及び中学校第１学年を対象に実施しています。 

 実施に当たっては、教頭及び担当教員対象の研修会を開催し、検査の目的や内容、効果的

な活用について周知しています。 

 

 ⑶ 「ＳＴＯＰｉｔ（ストップイット）」の活用 

 いじめの早期発見・早期対応を図り、学校と教育委員

会が協力して、いじめの解決に向けて取り組むために、

より多くの生徒の SOS に対応する１つの手段として、

SNSによる報告・相談アプリ「ストップイット」を中学

生対象に導入しています。 

 導入に当たっては、中学校第１学年を対象に、「脱・いじめ傍観者」をテーマとした授業

を実施するとともに、匿名で報告・相談できる手段の一つとしてストップイットアプリの登

録や活用方法を周知しています。 


